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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影装置が装着自在な内視鏡の接眼装置であって、
　接眼レンズ系を保持して集光する光学像の光軸方向に進退自在に配設され、第１のカム
ピンを有するレンズユニットと、
　前記撮影装置の装着操作に連動して回動し、前記第１のカムピンを誘導する第１のカム
溝を備えて、前記レンズユニットを前記光軸方向の前記撮影装置の焦点基準位置に変位さ
せる第１の円筒カムと、
　前記第１のカムピンを誘導する第２のカム溝を備えて、回動操作することで前記レンズ
ユニットの前記光軸方向の位置を変位させて所定の範囲で視度値を調整自在な第２の円筒
カムと、
　前記第２の円筒カムにより調整された所定の視度範囲において、前記第１の円筒カムの
回動に連動して、前記第１のカムピンを第２のカム溝から前記第１のカム溝と当接するよ
うに切替える切替機構と、
　を備え、
　前記切替機構は、
　前記第１の円筒カムに設けられた第２のカムピンと、
　前記第２の円筒カムに形成され、前記所定の視度範囲において、前記第２のカムピンが
当接するように形成され、前記第１のカムピンを前記第１のカム溝に当接するように前記
第２の円筒カムを変位させる第３のカム溝と、
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　を備えたことを特徴とする内視鏡の接眼装置。
【請求項２】
　前記撮影装置を装着時に、前記第３のカム溝が前記第１の円筒カムの回動に連動する前
記第２のカムピンに押圧され、前記第２の円筒カムを傾倒させて変位させることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡の接眼装置。
【請求項３】
　前記第１のカム溝と前記第３のカム溝は、前記光軸に対して略点対称位置に形成したこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の接眼装置。
【請求項４】
　前記所定の視度範囲は、前記撮影装置の焦点基準位置の視度値よりもプラス側であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の接眼装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の接眼装置を具備する内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接眼部の調整ができる内視鏡の接限装置および、この接眼装置を備えた内視
鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から内視鏡には、ユーザが裸眼観察できる接眼装置が設けられているものがある。
このような内視鏡の接眼装置には、ビデオ観察できるように撮像装置が装着できるものが
ある。
【０００３】
　例えば、ＪＰ実公平０５－２２９０１号公報に記載される従来の内視鏡の接眼装置は、
裸眼観察時の接眼レンズ系をユーザの目の屈折異常に合わせて視度調整が所定の範囲で可
能となっている。
【０００４】
　この従来の接眼装置では、撮影装置の焦点の基準位置の具体的な開示がされていないが
、撮影装置の装着によりカム筒が回動することで、これに形成されたカム孔によりカムピ
ンと共にレンズホルダが上昇させられて、撮影装置の合焦点の基準位置にレンズホルダが
移動するようになっている。
【０００５】
　即ち、従来の接眼装置は、撮像装置を装着したときに、自動的に撮像装置に対応する焦
点の基準位置に自動的に調整されて撮像装置のピントが合うようにする調整機構が設けら
れている。
【０００６】
　ところで、近年では、ユーザの目の屈折異常（近視、遠視、乱視など）の視力障害が多
様化しており、ユーザに応じて接眼装置の視度範囲を広く調整できるよう要望されている
。
【０００７】
　しかしながら、視度範囲を広く調整できるようにした新たな接眼装置にすると、ユーザ
が所有する撮影装置のピントが合う基準位置への自動調整が不適合となる問題ある。その
ため、ユーザは、視度範囲を広く調整できるようにした新たな接眼装置に適合する撮影装
置を再度購入しなければならず、ユーザへのコスト負担を増加させるという問題があった
。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、既存の撮影装置を装着して
も、その撮影装置の焦点基準位置に適合して、ユーザへのコスト負担を軽減し、視度範囲
を従来よりも大きく調整できる内視鏡の接眼装置および、この接眼装置を備えた内視鏡を
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提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡の接眼装置は、撮影装置が装着自在な内視鏡の接眼装置であっ
て、接眼レンズ系を保持して集光する光学像の光軸方向に進退自在に配設され、第１のカ
ムピンを有するレンズユニットと、前記撮影装置の装着操作に連動して回動し、前記第１
のカムピンを誘導する第１のカム溝を備えて、前記レンズユニットを前記光軸方向の前記
撮像装置の焦点基準位置に変位させる第１の円筒カムと、前記第１のカムピンを誘導する
第２のカム溝を備えて、回動操作することで前記レンズユニットの前記光軸方向の位置を
変位させて所定の範囲で視度値を調整自在な第２の円筒カムと、前記第２の円筒カムによ
り調整された所定の視度範囲において、前記第１の円筒カムの回動に連動して、前記第１
のカムピンを第２のカム溝から前記第１のカム溝と当接するように切替える切替機構と、
を備え、前記切替機構は、前記第１の円筒カムに設けられた第２のカムピンと、前記第２
の円筒カムに形成され、前記所定の視度範囲において、前記第２のカムピンが当接するよ
うに形成され、前記第１のカムピンを前記第１のカム溝に当接するように前記第２の円筒
カムを変位させる第３のカム溝と、を備えている。
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡は、撮影装置が装着自在な内視鏡の接眼装置であって、接眼レ
ンズ系を保持して集光する光学像の光軸方向に進退自在に配設され、第１のカムピンを有
するレンズユニットと、前記撮影装置の装着操作に連動して回動し、前記第１のカムピン
を誘導する第１のカム溝を備えて、前記レンズユニットを前記光軸方向の前記撮像装置の
焦点基準位置に変位させる第１の円筒カムと、前記第１のカムピンを誘導する第２のカム
溝を備えて、回動操作することで前記レンズユニットの前記光軸方向の位置を変位させて
所定の範囲で視度値を調整自在な第２の円筒カムと、前記第２の円筒カムにより調整され
た所定の視度範囲において、前記第１の円筒カムの回動に連動して、前記第１のカムピン
を第２のカム溝から前記第１のカム溝と当接するように切替える切替機構と、を備え、前
記切替機構は、前記第１の円筒カムに設けられた第２のカムピンと、前記第２の円筒カム
に形成され、前記所定の視度範囲において、前記第２のカムピンが当接するように形成さ
れ、前記第１のカムピンを前記第１のカム溝に当接するように前記第２の円筒カムを変位
させる第３のカム溝と、を備えた接眼装置を具備する。
【００１１】
　本発明により、既存の撮影装置を装着しても、その撮影装置の焦点基準位置に適合して
、ユーザへのコスト負担を軽減し、視度範囲を従来よりも大きく調整できる内視鏡の接眼
装置および、この接眼装置を備えた内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態の内視鏡の斜視図
【図２】同、接眼装置の断面図
【図３】同、接眼装置の部分断面図
【図４】同、図２のＩＶ－ＩＶ線に沿った接眼装置の断面図
【図５】同、第２の摺動筒の平面図
【図６】同、接眼装置のレンズユニットの動作説明図
【図７】同、図６の位置から撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したと
きの動作説明図
【図８】同、レンズユニットが撮影装置の合焦点の基準位置へ変位した状態の接眼装置の
断面図
【図９】同、接眼装置におけるレンズユニットの動作説明図
【図１０】同、図９の位置から撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位した
ときの動作説明図
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【図１１】同、マイナス側の最大視度値にレンズユニットが変位したときの動作説明図
【図１２】同、図１１の位置から撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位し
たときの動作説明図
【図１３】同、マイナス側の最大視度値に調整された状態の第１の摺動筒と第２の摺動筒
の外周面の展開図
【図１４】同、撮影装置の合焦点の基準位置へ変位した状態の第１の摺動筒と第２の摺動
筒の外周面の展開図
【図１５】同、接眼装置におけるレンズユニットの動作説明図
【図１６】同、図１５の撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの
動作説明図
【図１７】同、プラス側の最大視度値にレンズユニットが変位したときの動作説明図
【図１８】同、図１７の位置から撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位し
たときの動作説明図
【図１９】同、接眼装置におけるレンズユニットの動作説明図
【図２０】同、図１９の撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの
動作説明図
【図２１】同、プラス側の最大視度値に調整された状態の第１の摺動筒と第２の摺動筒の
外周面の展開図
【図２２】同、撮影装置の合焦点の基準位置へ変位した状態の第１の摺動筒と第２の摺動
筒の外周面の展開図
【図２３】同、レンズユニットがプラス側の最大視度値に調整された状態の動作説明図
【図２４】同、図２３の位置から撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位し
たときの動作説明図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の形態を説明する。　
　図面は本発明に係わり、図１は内視鏡の斜視図、図２は接眼装置の断面図、図３は接眼
装置の部分断面図、図４は図２のＩＶ－ＩＶ線に沿った接眼装置の断面図、図５は第２の
摺動筒の平面図、図６は接眼装置のレンズユニットの動作説明図、図７は図６の位置から
撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図、図８はレン
ズユニットが撮影装置の合焦点の基準位置へ変位した状態の接眼装置の断面図、図９は接
眼装置におけるレンズユニットの動作説明図、図１０は図９の位置から撮影装置の合焦点
の基準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図、図１１はマイナス側の最大視
度値にレンズユニットが変位したときの動作説明図、図１２は図１１の位置から撮影装置
の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図、図１３はマイナス側
の最大視度値に調整された状態の第１の摺動筒と第２の摺動筒の外周面の展開図、図１４
は撮影装置の合焦点の基準位置へ変位した状態の第１の摺動筒と第２の摺動筒の外周面の
展開図、図１５は接眼装置におけるレンズユニットの動作説明図、図１６は図１５の撮影
装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図、図１７はプラス
側の最大視度値にレンズユニットが変位したときの動作説明図、図１８は図１７の位置か
ら撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図、図１９は
接眼装置におけるレンズユニットの動作説明図、図２０は図１９の撮影装置の合焦点の基
準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図、図２１はプラス側の最大視度値に
調整された状態の第１の摺動筒と第２の摺動筒の外周面の展開図、図２２は撮影装置の合
焦点の基準位置へ変位した状態の第１の摺動筒と第２の摺動筒の外周面の展開図、図２３
はレンズユニットがプラス側の最大視度値に調整された状態の動作説明図、図２４は図２
３の位置から撮影装置の合焦点の基準位置へレンズユニットが変位したときの動作説明図
である。
【００１４】
　なお、以下の説明において、実施の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分
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の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意す
べきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれてい
る場合がある。
【００１５】
　図１に示すように、内視鏡１は、被検体内に挿入される長尺な挿入部２と、挿入部２の
基端に設けられた操作部３と、操作部３の側部から延出されたユニバーサルコード１２と
、操作部３の基端に設けられた接眼部である接眼装置１０と、ユニバーサルコード１２の
延出端に設けられた内視鏡コネクタ１１と、を備えて要部が構成された、所謂ファイバス
コープである。
【００１６】
　なお、この内視鏡１は、内視鏡コネクタ１１を介して、光源装置等の外部装置（不図示
）に対して接続可能となっている。また、内視鏡１の接眼装置１０には、撮像装置（不図
示）が装着自在となっており、裸眼観察の他、ビデオ観察ができるようになっている。
【００１７】
　挿入部２は、先端側に位置する先端硬質部６と、先端硬質部６の基端に連設された湾曲
部５と、湾曲部５の基端に連設された可撓性を有する可撓管部４と、を有して要部が構成
されている。
【００１８】
　なお、先端硬質部６内には、図示しない観察用レンズ、照明用レンズ等が設けられてい
る。また、湾曲部５は、操作部３に設けられた湾曲レバー７が回動操作されることにより
、例えば、上下の２方向に湾曲自在となっている。
【００１９】
　また、操作部３には、処置具挿入口８が設けられている。この処置具挿入口８は、挿入
部２内に挿通された処置具挿通用チャンネル（不図示）の基端側に連通されている。これ
により、処置具挿入口８に挿入された処置具は、処置具挿通用チャンネルを介して挿入部
２の先端側へと導かれ、先端硬質部６の先端面に形成された開口から、被検体内へと突出
することが可能となっている。
【００２０】
　なお、操作部３には、内視鏡機能としての送気送水操作または吸引操作を行うための２
つの口金９が配設されている。この口金９のうち、一方には送気送水操作のための送気送
水釦が装着され、他方には吸引バルブが装着される（いずれも不図示）。
【００２１】
　ここで、挿入部２および操作部３内には、処置具挿通用チャンネルの他、上述した照明
用レンズに照明光を伝達するライトガイド、上述した観察用レンズに集光された被検体内
の光学像を接眼装置１０へと伝達する、後述のイメージガイド、湾曲レバー７の回動操作
に連動して湾曲部５を湾曲動作させるためのアングルワイヤなど（いずれも不図示）が挿
通されている。なお、ライトガイドは、ユニバーサルコード１２、及び、内視鏡コネクタ
１１内にも挿通されている。
【００２２】
　次に、本実施の形態の内視鏡１の接眼装置１０について図２から図６に基づいて、以下
に説明する。なお、接眼装置１０の構成要素に関し、公知のものについては、本願発明の
主要構成要素に関係したものを除いて省略または簡単に説明する。
【００２３】
　本実施の形態の接眼装置１０は、図２に示すように、撮像装置（不図示）を装着自在な
マウント本体１５を備えている。　
　この接眼装置１０は、イメージガイドユニット３０が接眼筒２０の内部で固定されてい
る。このイメージガイドユニット３０は、挿入部２および操作部３内に挿通する保護筒部
３２内にイメージガイド３１が挿通されており、保護筒部３２を固定し、透明カバー３４
が設けられた取り付けコネクタ３３を主に備えて構成されている。
【００２４】
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　そして、接眼装置１０の接眼筒２０の内部には、イメージガイドユニット３０に対して
、接眼装置１０の中心軸Ｏ（後述の接眼レンズ群４１により集光される光学像の光軸であ
り、以下の説明では全て中心軸Ｏと記載する。）に沿って直進ガイドされた状態で進退自
在に配設されたレンズユニット４０が設けられている。
【００２５】
　このレンズユニット４０は、接眼レンズ系である接眼レンズ群４１を保持するレンズ枠
４２を有している。また、レンズユニット４０は、レンズ枠４２が第１の付勢バネ４３に
付勢されており、イメージガイドユニット３０側に付勢力が与えられた状態となっている
。
【００２６】
　レンズ枠４２には、第１のカムピン４４が螺着されている（図２および図４参照）。こ
の第１のカムピン４４は、接眼筒２０に形成された通孔２１に挿通されて接眼筒２０の外
方へ立設されている。
【００２７】
　接眼筒２０の外周部には、固定ビス７５により固定された仕切筒７１が配設されている
（図２から図４参照）。接眼筒２０と仕切筒７１との間には、仕切筒７１に保持されるよ
うに第１の摺動筒５０が接眼筒２０およびレンズユニット４０の周回りに回動自在に配設
されている。この第１の摺動筒５０は、大径部５１および小径部５２を有している。
【００２８】
　第１の摺動筒５０の大径部５１には、撮影リング５６に螺着された連動ピン５５の端部
が係合する溝部５３が形成されている。この連動ピン５５は、接眼装置１０に撮像装置（
不図示）が装着されたときに、撮像装置の装着動作に連動して、第１の摺動筒５０を所定
の回動位置（後述する撮影装置の合焦点の基準位置）に変位させるためのものである。
【００２９】
　第１の摺動筒５０の小径部５２には、外方へ立設するように第２のカムピン５４が螺着
されている。また、小径部５２には、レンズ枠４２に設けられた第１のカムピン４４に当
接してレンズユニット４０を中心軸Ｏに沿って所定の位置に変位させる第１のカム溝５８
が形成されている。
【００３０】
　即ち、第１の摺動筒５０は、接眼装置１０に撮像装置（不図示）が装着されたときに、
回動することで、カム溝５８が第１のカムピン４４に当接してレンズユニット４０を撮影
装置の合焦点の基準位置に変位させる円筒カムを構成している。
【００３１】
　なお、第１のカム溝５８と第２のカムピン５４とは、第１の摺動筒５０における中心軸
Ｏが通る回動中心ＯＣを基準点とする略点対称の位置に設けられている（図４参照）。さ
らに、第１の摺動筒５０の小径部５２には、接眼筒２０の外周部に立設するように螺着さ
れたピン７７を収容して、第１の摺動筒５０の回動範囲を規制する回転規制溝５７が形成
されている（図３および図４参照）。
【００３２】
　仕切筒７１には、第１のカムピン４４および第２のカムピン５４をそれぞれ挿通する２
つの通孔７２，７３が形成されている（図２および図４参照）。
【００３３】
　そのうち、第１のカムピン４４を挿通する通孔７２は、レンズユニット４０の中心軸Ｏ
に沿った変位を妨げないようにするため、レンズユニット４０の移動範囲において、第１
のカムピン４４と干渉しないように軸方向に穿設された長孔となっている。
【００３４】
　一方、第２のカムピン５４を挿通する通孔７３は、第１の摺動筒５０の回動を妨げない
ようにするため、第１の摺動筒５０の回動範囲において、第２のカムピン５４と干渉しな
いように周方向に穿設された長孔となっている（図４参照）。
【００３５】



(7) JP 5580955 B1 2014.8.27

10

20

30

40

50

　なお、上述した第１の摺動筒５０の回動規制範囲において、第２のカムピン５４は、撮
像装置（不図示）の装着動作時に第１の摺動筒５０が連動して所定の回転位置まで変位し
たとき、第１のカムピン４４に対して回動中心ＯＣを基準点とする略点対称の位置まで移
動するようになっている（図８参照）。
【００３６】
　仕切筒７１の外周部には、第２の摺動筒６０が回動自在に配設されている。この第２の
摺動筒６０は、第２の付勢バネ６８の付勢力によって、第１の付勢バネ４３によりレンズ
ユニット４０が付勢される方向（内視鏡１および接眼装置１０における先端方向）とは反
対側の方向（内視鏡１および接眼装置１０における基端方向）に付勢されている。
【００３７】
　第２の摺動筒６０には、第１のカムピン４４に当接してレンズユニット４０を中心軸Ｏ
に沿って変位させる視度調整用の第２のカム溝６１と、第２のカムピン５４に当接して第
２の摺動筒６０の姿勢を軸Ｘ回りに回動させて中心軸Ｏに対して所定の角度に傾倒させる
第３のカム溝６２と、が所定の範囲で形成されている（図４および図５参照）。
【００３８】
　なお、第２のカム溝６１は、第２の摺動筒６０の基端側の周端面を切り欠いて形成され
た凹部状の溝である。一方、第３のカム溝６２は、第２の摺動筒６０の周部を刳り貫くよ
うに形成された長孔状の溝である。即ち、第２の摺動筒６０は、レンズユニット４０の中
心軸Ｏに沿って変位させる円筒カムを構成している。
【００３９】
　これら、第２のカム溝６１と第３のカム溝６２は、第２の摺動筒６０における回動中心
ＯＣを基準点とする略点対称の位置に設けられている（図４参照）。
【００４０】
　さらに、第２の摺動筒６０には、その姿勢が軸Ｘ回りに回動されて中心軸Ｏに対して所
定の角度に傾倒したときに、第１の摺動筒５０の小径部５２に当接して干渉しないように
、第２のカム溝６１が形成された一方の周端面側に第３のカム溝６２に沿った凹部６６が
形成されている（図５参照）。
【００４１】
　また、第２の摺動筒６０は、視度調整リング６５に螺着された連動ピン７６の端部が係
入された係合溝６９を有している（図３参照）。即ち、第２の摺動筒６０は、係合溝６９
の側壁に連動ピン７６の端部が当接することで、視度調整リング６５の回動に連動して仕
切筒７１の外周に沿って回動する。
【００４２】
　なお、視度調整リング６５の係合溝６９は、第２の摺動筒６０が傾倒できるように、視
度調整リング６５および第２の摺動筒６０の回動方向に直交する方向（中心軸Ｏに平行な
軸方向）に延設された長溝であり、視度調整リング６５および連動ピン７６に対して第２
の摺動筒６０が中心軸Ｏに平行な軸方向に可動自在となっている。
【００４３】
　以上のように構成された本実施の形態の接眼装置１０の動作説明を以下にする。　
　先ず、接眼装置１０に撮像装置（不図示）が装着した際にレンズユニット４０が撮像装
置の合焦点となる基準位置に変位する動作について以下に説明する。
【００４４】
　なお、ここでの接眼装置１０は、レンズユニット４０の第１のカムピン４４が第２の摺
動筒６０の周方向における第２のカム溝６１の略中央位置で当接した状態となっており、
レンズユニット４０が撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）よりもマイ
ナス側の視度値となるように先端側に変位されている状態において撮像装置が装着される
状態を一例として説明する。
【００４５】
　なお、接眼装置１０は、撮像装置が装着されていない状態においては、第１のカムピン
４４が第１の摺動筒５０の第１のカム溝５８に当接していない状態となっている。
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【００４６】
　接眼装置１０に撮像装置が装着されると、この撮像装置の装着動作に伴って連動ピン５
５が変位し、この連動ピン５５に連動する第１の摺動筒５０が図６に示す状態から図７に
示す状態となるように回動する。
【００４７】
　具体的には、第２の摺動筒６０の第２のカム溝６１に当接しているレンズユニット４０
の第１のカムピン４４は、第１の摺動筒５０の回動により、図６に示す状態から図７に示
すように、第１のカム溝５８に当接することで、第１のカム溝５８の基準面５８ａまで誘
導される。
【００４８】
　このとき、第１のカムピン４４は、第１のカム溝５８の誘導によって、当接している第
２のカム溝６１から、図の紙面に向かって見た上方側となる基端側へ離間する。
【００４９】
　これに合わせて、レンズユニット４０は、第１のカムピン４４が一体となっているため
、この第１のカムピン４４が第１のカム溝５８の誘導によって基端側へ移動する動作に伴
って、付勢バネ４３の付勢力に抗して、基端側へ中心軸Ｏに沿って移動する。
【００５０】
　このように、接眼装置１０は、第１のカム溝５８に誘導された第１のカムピン４４が第
１のカム溝５８の基準面５８ａに当接する位置まで誘導された移動することで、レンズユ
ニット４０が撮像装置（不図示）の合焦点となる基準位置に変位するよう設定されている
。
【００５１】
　こうして、本実施の形態の接眼装置１０は、装着された撮像装置（不図示）のピントが
合う所定の視度値（αディオプタ）に自動調整される。
【００５２】
　なお、このとき、第１の摺動筒５０に設けられた第２のカムピン５４は、図８に示すよ
うに、レンズユニット４０の第１のカムピン４４に対して回動中心ＯＣを基準点とする略
点対称の位置に移動する。
【００５３】
　また、第２のカムピン５４は、第１の摺動筒５０の回動に伴って、図９に示す状態から
図１０に示す状態に移動するが、第３のカム溝６２とは当接（作用）しないようになって
おり、第３のカム溝６２に誘導されることがないようになっている。
【００５４】
　即ち、第３のカム溝６２は、第１のカムピン４４が第２のカム溝６１の略中央位置で当
接した状態の第２の摺動筒６０の回動位置においては接眼装置１０に撮像装置（不図示）
が装着されて第１の摺動筒５０が回動しても、第２のカムピン５４を作用しないような形
状およびカム曲線が設定されている。
【００５５】
　次に、裸眼観察となる撮像装置が装着されていない状態で、視度調整リング６５が回動
操作されることで、接眼装置１０におけるマイナス側の最大視度値（－βディオプタ）に
調整される動作について以下に説明する。
【００５６】
　なお、本実施の形態の接眼装置１０は、視度調整リング６５を先端側に向かって見た時
計回りに回動操作することで視度をマイナス側に調整することができるようになっている
。
【００５７】
　接眼装置１０は、視度調整リング６５が時計回りに回動操作されると、視度調整リング
６５に連動して第２の摺動筒６０も時計回りに回動される。
【００５８】
　このとき、第２の摺動筒６０の第２のカム溝６１に当接しているレンズユニット４０の
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第１のカムピン４４は、第２の摺動筒６０の回動により、第２のカム溝６１に誘導されて
、図１１に示すように、第２のカム溝６１の一方の端部まで誘導される。
【００５９】
　これに合わせて、第１のカムピン４４が設けられたレンズユニット４０は、付勢バネ４
３の付勢力を受けて、図の紙面に向かって見た下方側となる最も先端側へ中心軸Ｏに沿っ
て移動した状態となる。
【００６０】
　このように、レンズユニット４０が最も先端側へ中心軸Ｏに沿って変位した状態が接眼
装置１０におけるマイナス側の最大視度値（－βディオプタ）となっている。なお、この
マイナス側の最大視度値（－βディオプタ）に変位したレンズユニット４０は、上述した
撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）となる基準位置よりも先端側に移
動している状態である。
【００６１】
　次に、このように接眼装置１０がマイナス側の最大視度値（－βディオプタ）に調整さ
れた状態から、接眼装置１０に撮像装置（不図示）が装着した際に、レンズユニット４０
が撮像装置の合焦点となる基準位置に変位する動作について、以下に説明する。
【００６２】
　接眼装置１０に撮像装置が装着されると、この撮像装置の装着動作に伴って連動ピン５
５が連動され、第１の摺動筒５０が図１１に示した状態から図１２に示す状態となるよう
に回動する。
【００６３】
　具体的には、図１３に示すように、第２の摺動筒６０の第２のカム溝６１に当接してい
るレンズユニット４０の第１のカムピン４４は、第１の摺動筒５０の回動により、第１の
カム溝５８に当接することで、図１４に示すように、第１のカム溝５８の基準面５８ａま
で誘導される。
【００６４】
　このとき、第１のカムピン４４は、第１のカム溝５８の誘導によって、図の紙面に向か
って見た上方側となる基端側へ当接している第２のカム溝６１から離れる。即ち、第２の
カム溝６１は、第１のカムピン４４に作用しなくなる。
【００６５】
　これに合わせて、レンズユニット４０は、図１２に示したように、第１のカム溝５８に
誘導された第１のカムピン４４の移動に伴って、付勢バネ４３の付勢力に抗して、図の紙
面に向かって見た上方側となる基端側へ中心軸Ｏに沿って移動する。
【００６６】
　このように、レンズユニット４０は、上述と同様に、第１のカムピン４４が第１のカム
溝５８に誘導されて第１のカム溝５８の基準面５８ａに当接する位置まで移動して、撮像
装置の合焦点となる基準位置に変位する。
【００６７】
　こうして、本実施の形態の接眼装置１０は、撮像装置が装着されると、マイナス側の最
大視度値（－βディオプタ）から撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）
に自動調整される。
【００６８】
　ここでも、第２のカムピン５４は、図１５に示す状態から図１６に示す状態に移動する
が、第３のカム溝６２とは当接しないようになっており、第３のカム溝６２に誘導される
ことがないようになっている。即ち、第３のカム溝６２は、マイナス側の最大視度値（－
βディオプタ）に調整される第２の摺動筒６０の回動位置においては接眼装置１０に撮像
装置（不図示）が装着されて第１の摺動筒５０が回動しても、第２のカムピン５４を作用
しないような形状およびカム曲線が設定されている。
【００６９】
　次に、裸眼観察となる撮像装置が装着されていない状態で、視度調整リング６５が回動
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操作されることで、接眼装置１０におけるプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）に調
整される動作について以下に説明する。
【００７０】
　本実施の形態の接眼装置１０は、視度調整リング６５を先端側に向かって見た反時計回
りに回動操作することで視度をプラス側に調整することができ、その視度調整リング６５
に連動して第２の摺動筒６０も反時計回りに回動される。
【００７１】
　このとき、第２の摺動筒６０の第２のカム溝６１に当接しているレンズユニット４０の
第１のカムピン４４は、第２の摺動筒６０の回動により、第２のカム溝６１との当接によ
り誘導されて、図１７に示すように、第２のカム溝６１におけるマイナス側の最大視度値
（－βディオプタ）に調整する一方の端部とは反対側の他方の端部まで誘導される。
【００７２】
　これに合わせて、レンズユニット４０は、付勢バネ４３の付勢力に抗して、図の紙面に
向かって見た上方側となる最も基端側へ中心軸Ｏに沿って移動した状態となる。
【００７３】
　このように、レンズユニット４０が最も基端側へ中心軸Ｏに沿って変位した状態が接眼
装置１０におけるプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）となっている。
【００７４】
　なお、このプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）に変位したレンズユニット４０は
、上述した撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）となる基準位置よりも
基端側に移動している状態である。
【００７５】
　勿論、このプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）に変位したレンズユニット４０は
、マイナス側の最大視度値（－βディオプタ）となる位置よりも基端側に移動している状
態である。
【００７６】
　即ち、接眼装置１０は、マイナス側の最大視度値（－βディオプタ）からプラス側の最
大視度値（＋γディオプタ）の視度を視度調整リング６５を回動することで調整自在とな
っており、マイナス側の最大視度値（－βディオプタ）からプラス側の最大視度値（＋γ
ディオプタ）の視度調整範囲内に撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）
が設定されている（－β＜α＜＋γ）。
【００７７】
　このように接眼装置１０がマイナス側の最大視度値（－βディオプタ）に調整された状
態から、接眼装置１０に撮像装置が装着した際に、レンズユニット４０が撮像装置の合焦
点となる基準位置に変位する動作について以下に説明する。
【００７８】
　接眼装置１０に撮像装置が装着されると、この撮像装置の装着動作に伴って連動ピン５
５が連動され、第１の摺動筒５０が図１７に示した状態から図１８に示す状態となるよう
に回動する。
【００７９】
　具体的には、図１７および図２１に示すように、第２の摺動筒６０の第２のカム溝６１
に当接しているレンズユニット４０の第１のカムピン４４は、第１の摺動筒５０の回動に
より、第１のカム溝５８に当接することで、図１８および図２２に示すように、第１のカ
ム溝５８の基準面５８ａまで誘導される。
【００８０】
　一方、第１の摺動筒５０の第２のカムピン５４は、図１９および図２１に示す状態から
図２０および図２２に示す状態となるように、第１の摺動筒５０の回動に伴って第２の摺
動筒６０の第３のカム溝６２内で移動する。
【００８１】
　そして、第２のカムピン５４は、第３のカム溝６２の傾斜面６２ａに差し掛かると、こ
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の傾斜面６２ａの中途部分から当接しはじめて、第３のカム溝６２の当接面６２ｂに当接
する状態まで移動する。
【００８２】
　このとき、第２のカムピン５４は、当接面６２ｂとの当接により、第２の摺動筒６０を
図の紙面に向かって見た上方側となる基端側へ押圧するように誘導する。
【００８３】
　第２の摺動筒６０は、第２のカムピン５４によって基端側へ押圧されると、図２３に示
す状態から図２４に示す状態となるように、第３のカム溝６２側が基端側へ移動し、第２
のカム溝６１側が先端側へ移動するように変位する。
【００８４】
　即ち、第２の摺動筒６０は、第３のカム溝６２に当接する第２のカムピン５４の誘導に
よって、上述したように、その姿勢が図５に示した軸Ｘ回りに回動して、図２４に示すよ
うに傾倒する。
【００８５】
　なお、レンズユニット４０の第１のカムピン４４は、第１の摺動筒５０の回動過程にお
いて、第２の摺動筒６０が傾倒することで、当接する第２のカム溝６１が第１のカム溝５
８の基準面５８ａよりも先端側へ移動するため、一度、基準面５８ａよりも先端側へ変位
する。
【００８６】
　そして、第１の摺動筒５０が最後まで回動されると、第１のカムピン４４が第１のカム
溝５８に当接して誘導される。このとき、第１のカムピン４４は、第２のカム溝６１から
離れる。即ち、第２のカム溝６１は、第１のカムピン４４に作用しなくなる。
【００８７】
　これに合わせて、レンズユニット４０は、図１８に示したように、第１のカム溝５８に
誘導された第１のカムピン４４の移動に伴って、付勢バネ４３の付勢力に抗して、基端側
へ中心軸Ｏに沿って移動する。
【００８８】
　このように、レンズユニット４０は、上述と同様に、第１のカムピン４４が第１のカム
溝５８に誘導されて第１のカム溝５８の基準面５８ａに当接する位置まで移動して、撮像
装置（不図示）の合焦点となる基準位置に変位する。
【００８９】
　こうして、本実施の形態の接眼装置１０は、撮像装置が装着されると、プラス側の最大
視度値（＋γディオプタ）から撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）に
自動調整される。
【００９０】
　以上の説明から本実施の形態の接眼装置１０は、レンズユニット４０に設けられた第１
のカムピン４４に当接する第２の摺動筒６０に形成された第２のカム溝６１により、第２
の摺動筒６０の回動に伴って誘導されることで、所定の範囲、マイナス側の最大視度値（
－βディオプタ）からプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）の視度調整範囲で調整で
きる構成となっている。
【００９１】
　そして、接眼装置１０は、撮像装置が装着動作に伴って、第１のカムピン４４が第２の
カム溝６１との当接から第１の摺動筒５０に形成された第１のカム溝５８に当接するよう
に切替える切替機構が設けられている。この切替機構によって、撮像装置が装着された接
眼装置１０は、所定の視度値に調整されたレンズユニット４０を撮像装置のピントが合う
所定の視度値（αディオプタ）に自動調整される。
【００９２】
　また、切替機構は、ここでは、レンズユニット４０が所定の視度値（αディオプタ）よ
りもプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）に調整された場合においても、第２の摺動
筒６０に形成された第３のカム溝６２に当接する第１の摺動筒５０に設けられた第２のカ
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ムピン５４の誘導によって、第１のカムピン４４が第２のカム溝６１との当接から第１の
摺動筒５０に形成された第１のカム溝５８に当接するように切替えることができる。
【００９３】
　換言すると、切替機構は、レンズユニット４０が所定の視度値（αディオプタ）よりも
プラス側の最大視度値（＋γディオプタ）に調整された場合において、第３のカム溝６２
に当接する第２のカムピン５４の誘導によって、第２の摺動筒６０の姿勢を傾倒させて、
第１のカムピン４４が第２のカム溝６１との当接から第１の摺動筒５０に形成された第１
のカム溝５８に当接するように切替えるように構成されている。
【００９４】
　なお、接眼装置１０は、レンズユニット４０の第１のカムピン４４を誘導する第２の摺
動筒６０の第２のカム溝６１の形状（角度）を変更することで、所望のマイナス側の最大
視度値（－βディオプタ）からプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）の視度調整範囲
を自由に設定することができる。
【００９５】
　以上から本実施の形態の接眼装置１０は、マイナス側の最大視度値（－βディオプタ）
からプラス側の最大視度値（＋γディオプタ）の如何なる調整範囲においても、撮像装置
が装着されると、この撮像装置のピントが合う所定の視度値（αディオプタ）に自動調整
される構成とすることができる。
【００９６】
　そして、本実施の形態の接眼装置１０では、視度調整範囲を従来よりも広く調整できる
ような構成とすることができ、視度調整範囲を広くしても、既存の撮像装置の焦点基準位
置に適合する所定の視度値（αディオプタ）に自動調整できるように構成されている。こ
れにより、ユーザは、接眼装置１０に適合する撮影装置を再度購入する必要がなく、コス
ト負担の増加を防止することができるという利点がある。
【００９７】
　以上の説明から、本実施の形態の内視鏡１の接眼装置１０は、既存の撮影装置を装着し
ても、その撮影装置の焦点基準位置に適合して、ユーザへのコスト負担を軽減し、視度範
囲を従来よりも大きく調整できる構成となる。
【００９８】
　上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることなく、そ
の他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能であ
る。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の
構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００９９】
　例えば、実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べ
られている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削
除された構成が発明として抽出され得るものである。
【０１００】
　本出願は、２０１３年３月８日に日本国に出願された特願２０１３－４７１１１号を優
先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、特願２０１３－４７１１１号
の明細書、請求の範囲、および図面に引用されたものである。
【要約】
　内視鏡１の接眼装置１０は、接眼レンズ系４１を保持し、第１のカムピン４４を有する
レンズユニット４０と、撮影装置の装着操作に連動して回動し、第１のカムピン４４を誘
導する第１のカム溝５８を備えて、レンズユニット４０を光軸Ｏ方向の撮像装置の焦点基
準位置に変位させる第１の円筒カム５０と、第１のカムピン４４を誘導する第２のカム溝
６１を備えて、レンズユニットの光軸Ｏ方向の位置を変位させて視度値を調整自在な第２
の円筒カム６０と、第２の円筒カム６０により調整された所定の視度範囲において、第１
の円筒カム５０の回動に連動して、第１のカムピン４４を第２のカム溝６１から第１のカ
ム溝５８と当接するように切替える切替機構と、を備えている。
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